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空間評価における平面図と実在住宅との関連性について

　　　　　　　　　　　　　　　　　広島大教育　　岩重博文

　（目的）住宅の賃貸契約，あるいは住宅の売買契約,建築契約などにおいて, （建築の知識を十分

持っている人を除く）多くの人々にとって,住宅平面図から実在住宅をあらかじめ想像することは

容易ではない。　平面図に記載される空間的構成や諸設備などのみから室空間の雰囲気をも予測す

ることには自ずと限界が存在するであろう。本研究では,平面図と実在住宅との間に生じやすい評

価の相違点について明らかにし,平面図から予測する空間評価の基礎的資料を得ようとするもので

ある。

　（方法）　被験者103名（男子51名,女子52名）に住宅平面図を呈示し,形容詞対（31対）による

SD法（7段階尺度）で平面図の全体および各室を評価させた。その後,同じ被験者が同一平面の実

在住宅へ行き,同様の評価法で住宅の各室を評価した。データはSAS統計パッケージFactorプロシ

ージヤを用いて因子分析を行い考察した。また,平均SD得点の有意差検定はt Testプロシージヤ

で行った。なお,住宅平面図および実在住宅の評価においては,関連する事項についても調査した。

　（結果）　各評価対象については,快適性,活動性,様式などか,因子分析により抽出された主な因子

である。　住宅平面図と実在住宅の評価においては，平面図について「広がり」などの項目に肯定

的評価をするのに対し,実在住宅では予想より狭く感じている。内装や階段の昇降などについては，

実在住宅で初めて注目している。　住宅平面図に家具などを書き込むことにより，空間の開放感や

広がりという評価項目において，実在の住宅により近づけることか可能である。しかし，書き込み

の方法や書き込む家具の種類などにより，評価に多少の差か生じる。

2Ua－2 空間評価における平面図と縮尺模型との関連性について

　　　　　　　　　　　　広島大教育　　Ｏ村上仁美　　岩重博文

（目的）　住宅に関する消費者問題の1つに「注文内容と引き渡し内容との間のくい違い」がある。

この原因として，住宅平面図から想像する住宅と出来上がった住宅との間にギャップを感じている

ことが考えられる。本研究では,このギャップを縮める手段として「縮尺模型」を用い,空間評価に

おける住宅平面図と縮尺模型との関連性について検討する（実験1）0又，縮尺の違いが空間評価

に及ぼす影響についても検討する（実験2）。

　（方法）　実験1の評価対象は,住宅の一室を取り上げ，その「住宅平面図」と平面図をそのまま立

体的にした「上からみた模型」，直立して見る「横からみた模型」の3対象とした。実験2の評価対

象は，縮尺1/10,1/20,1/50の3種類の「上からみた模型」とした。　評価方法は7段階のSD法を

用い,33の評定項目について48名の被験者に評価させた。評価対象については,カウンターバラン

スをとり,データの交絡か起こらないようにした。

　（結果）　実験1の因子分析の結果,平面図と2種類の模型の評価に関して3因子を抽出し，第1因子

を決適性,第2因子を活動性,第3因子を様式と意味付けた。実験1の各対象間比較の結果,空間の総

合的な判断を要する快適性と住様式については,平面図と縮尺模型との間で有意差かみられた。「

上からみた模型」など視点か下方向の評価対象は活動性か小さくなることか明らかになった。　実

験2の因子分析の結果,3種類の縮尺模型の評価に関して3因子を抽出し,第1因子を活動性,第2因子

を決適性,第3因子を様式と意味付けた。実験2の各対象間比較の結果,空間の快適性について, 1/

20の模型と1/50の模型との間で有意差がみられた。実験1,2共に男女差はほとんどないといえる。
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